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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し道立地下資源調宜所にお

いて，実施したものである。

昭和 37 年 3 月
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L万分の占地質図星音威子府(旭川卜第 24 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師 長谷川 潔

同 長尾捨

北海道嘱託藤江 力

同 I仁司3 橋俊正

はしがき

この図幅説明書は，昭和 33 年と 34 年の 2 年間にわたって行なった野外調査の結果

を，取りまとめたものである。

説明書のとりまとめに当っては，新期火成岩類を高橋俊正が，新第三紀層を藤江力

が，白皇紀層を長尾捨ーが，それぞれ分担した。

なお，野外調査に当っては，多くのかたがたから助力をうけた。北海道大学理学部

の魚住悟助教授には，新第三紀層が分布する全地域にわたって，北海道立地下資源調

査所の三谷勝利技師には，図幅北部の新第三紀層について，同じく小山内照技師には

図l幅北部の白望紀層と，小頓別，咲来峠の石灰石について，それぞれ援助をうけた。

なお，岩屋の石灰石は土居繁雄技師が，小頓別地域の亜炭層は石山昭三技師が，本庫

鉱山は斎藤昌之地質鉱床課長が，調査を行なったものである。

[司幅地域は，明治 26 年頃にはじめて入植し，その後，道中央部からきて，オホーツ

ク海方面，稚内方面さらに日本海方面にわかれる交通の要路として盛えた。また，当

時は森林資源も豊富にあり，音威子府は，木材の集散地として有名であった。しかし

鉄道がのびるのにしたがって，森林が乱伐された結果，この地域はしだいに衰徴した。

現在では，農村集落が点存するだけとなり，人口の移動も，まったく行なわれなくな

った。

この地域の地下資源としては，第 2 次世界大戦後の石炭不足時代に，咲来や毛登別

の亜炭が，小規模に採掘されたほかは，昭和 29 年から 6 年間，岩屋の石灰石が炭酸カ
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ルシウム用として採掘されたていどである。しかし近年，本庫鉱山が採鉱に成功し，

操業を開始し，戦後新たに育成された銅，鉛，亜鉛の鉱山として脚光をあびている。

図幅地域の地質は，各種の地層が単調に分布しているようにみえる。しかし，時代

未詳中世層とされてきた北見層が，実は下部白重紀層やそれより上位の各種の白望紀

の混在するものであること。新第三紀中新世に東西性の断層運動が行なわれているこ

と。などの，地質学的に興味あるいくつかの事柄が，調査によって明らかになった。

報告にはいるに先だち，野外調査に当っていろいは便宜を計っていただいた本庫鉱

業株式会社本車鉱山，日本鉱業株式会社上徳鉱山，北海道大学音威子府演習林，歌登

村役場，常盤村役場のかたがた，および，取まとめに当って，御教示をいただいた魚

住悟助教授と小山内照技師に，厚く御礼を申し上げる。

I 位置および交通

この図幅は，北韓 44 4ー0'-44
0

50'，東経 142
0

15'-142°30' の範囲であって，北見国

と天塩国にまたがる地域をしめている。行政上は，図幅の東側が北見国の歌殻村に，

西側がjミ塩国の常盤村にふくまれている。

|司幅地域は，昔から交通の要路であっただけに，現在もなお交通は便利である° Iサ

幅の西辺にそって，国鉄宗谷本線と，官威子府駅で宗i'~本線からわかれる北見線が通

じている。鉄道にそっては，市から咲来駅，音威子府駅，上音威子府駅，小頓別駅と

四つ力停車所がある c さらに， I寸幅の北辺にそっては，小頓別駅から歌登村の本村ま

で，歌登村営の簡易軌道が通じている。なお，この聞にはパスの便もある。また，咲

来から歌登本村にむかつて，図幅を斜めに横切って咲来北見道路がある c この道路に

そっては，歌登本村から本幌別部落まで，パスが通じている c このほか，東部地域も

乗物の定期便こそないが， トラック道路が各川ぞいにのびており，交通は便利である。

形地
y
a
i

図IIJ~地 域 の 地 形 は ， 図 幅 南 東 | 塙 の 山 岳 地 域をのぞいては，なだらかな丘陵地域であ

。。

山 岳 地 域 は ， 陸j岳 ( 標 高1 ， 1 2 9 m )を 中 心 と す る 函 岳 火 山 物 の 分 布 地域と，その東

側 に 連 な る 新 第 三 紀 中 新 世 の オ フ ン タルマナイ層の分布地域である。この地域は，標

高 600mか ら 1 ， 1 0 0 mで ， 地 形 ; 土 急 峻 で あ る 。 函 岳 火山は，いちおう，火山の形態
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第 1 図位置交通図

をしめしているが，侵蝕作用がかなり進んで，原形はほとんど残されていない。

丘陵地域は，音威富士などに代表される新期火成岩類、が分布する地域と，それ以外

の本幌別層やタチカラウシナイ層などの新第三紀層が分布する地域である。新期火成

岩類の分布地域は，標高 400m-600m のなだらかな丘陵性山地である c この火成岩

類は，はげしく解析され，火山の原形をまったく残していない。それ以外の新第三紀

層分布地域は，標高 170m-210m の，まったく平担な丘陵である。第 2 図は図|隔地

域の地形を整理したものであるが，この図からも読みとられるように，平担面が山岳

地域や新期火成岩の分布地域を島状にとり残して，全地域をおおて拡がっているつこ

の平担面は，図幅よりも西側にある天塩山脈の麓から，図幅地域を通り，オホーツク

-3-



海岸まで拡がるものである。この面上には，堆積物がまったく残されていないが，そ

の形態から，段丘として形成された面と考えられる。

さらに，河川にそっては， 2 段の段丘が形成されている。

天塩国と北見国の境界は，日本海にそそぐ水系と，オホーツク海にそそぐ水系との，

分水嶺になっているのこの地域のおもな河川は，天塩川，幌別川，オフンタルマナイ

川である。天塩川は日本海にむかつて流れ，幌別川オフンタルマナイ川は，遠くオホ

ーツク海に流れている c

第 2 図 地形整理図 (500m の幅で谷を埋めかもの)

III 地質の概要

図幅地域の基盤は，中生代ジュラ紀の日高累層群，白重紀の歌登中生層，エゾ層群

である。これらの基盤岩類を不整合におおって，新第三紀の中新世および鮮新世の地

-4-



層が広く拡がっている。

この地域に分布する日高累層群は，粘板岩・チャート・輝緑凝灰岩などによって構

成されている。これは，日高累層群のなかでも，上位の部分である空知層群に相当す

るものである c 歌登中世層は，かつて北見層群とよばれ，時代未詳中生層とされた地

層である。調査の結果，この地層に，一括されたなかには，時代の異なる各種の地層

が混在することが明らかになった。エゾ層群は，さらに下部エゾ層群・中部エゾ層

群・上部エゾ層群にわけられ，中部エゾ層群はなかで 5地層にわけられる。下部エゾ

層群と中部エゾ層群の関係は，平行不整合である。

これらの基盤岩類のなかに，輝緑岩寸前文岩・花崩岩・ひん岩などの，古期火成岩

類が道入している。

基盤岩類を直接不整合におおう新第三紀中新世の地層は，オフンタルマナイ層とタ

チカラウシナイ層にわけられる。この両地層の聞は，不整合である。なお，オフンタ

ルマナイ層は，プロピライトやグリーン・タフから構成されている。 凶幅の北半分の

地域には，中新世の地層を不整合におおって，鮮新世の地層が拡がっている。鮮新世

の地層も， 2 つの地層にわけられる。

これらの地層をおおて，新期火成岩類が拡がっている。新期火成岩類としては，石

英粗面岩や，音威富士熔岩，函岳火山噴出物などがある。 石英粗面岩をのぞいては，

いずれも，普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩である。この熔岩の活動時期は，新第三紀末，

または第四紀初頭と考えられる。

第四紀層としては，現河川にそって発達する， 2 段の河岸段丘堆積物と，崖錐堆積

物とがある。

図幅地域の地質構造は，南北性の構造要素と，東西性の構造要素が組合わさって，

骨略が決定されている。このなかで，東西性の構造要素は，新第三紀中新世の断層運

動によって，形成された構造である。

図幅地域の地下資源には，金属鉱床のほかに，亜炭・石灰石・石材がある。金属鉱

床としては，操業を開始したばかりの本庫鉱山と，休山中の上徳鉱山がある。本庫鉱

IIIは，鉱床の規模も大きく，高品位の鉛，亜鉛を産出している。亜炭は，新第三紀の

中新世と鮮新世の地層中に含まれている。石灰石は，日高累層群中に含まれている。

また，新期火成岩類は石材として優秀なものである c

-5-
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IV ジュラ紀層

日高呆層群は，下位から中ノ川層群，神威層群，空知層群にわけられている。空知

層群は，山部層と主夕張層とにわけられており，化石から，山部層はジュラ紀，主夕

張層は下部白望紀と考えられているコ凶幅地域に分布する日高累層群は，あとにのべ

るように，空知層群に対比され，なかで、も山部)晋に相当するものである。このような

理由で，ここでは，日高累層群をジュラ層群として取扱う。

IV.l 日高累層群

円高呆層群が分布するのは，本庫鉱山附近，中頓別町と常盤村の町界陵線，咲米 l峠，

岩屋など，数カ所に，それぞれ小範囲に露出するだけである。数少ない露出である

が，凶幅の西側にある露出は，厚い輝総凝灰岩層である。凶 l隔中央部にある 4 ヵ所の

露出は，すべてチャート・輝緑凝灰岩・石灰岩の互層である O さらに図幅東側では，

粘板岩を主とし，なかに，チャートをはさんでいる O この地域に分布する日高出層群

は，輝緑凝灰岩が多いということから，、空知層昨の山部層，または神威層群の上部に

対比されるものと考えられる。

IV.I.! 粘板岩層 (Hk)

図幅南東端の，本庫鉱山周辺に露 III している。

この地層は，粘板岩を主とし，そのなかに，チャートや石灰岩の薄層が挟まれてい

る。粘板岩は，はげしく擾乱をうけており，全般に千枚岩化している。とくに圧砕の

はげしし、部分には，緑れん石やぶどう石が，多量に形成されている。また，石灰 .{i は

結品化が行なわれ，大理イ iに変っている。

地層は， N20ー_40ー W の走向をしめし，北東 70°_90° に傾斜している。

IV.I.2 チャー卜・石灰岩・輝緑凝灰岩互層 (He)

この地層は，岩尾，咲来峠，および岩屋~咲来峠の中間位置の 3 ヵ所が，はぼ一直

線上に並んで露出する。このほか，岩屋沢が幌思U Jl I と合する合流点の，北側にも分布

している。

この地層は，チャート・石灰岩・輝緑凝灰岩・粘板岩の互層である。チャートと石

灰岩の多いことで，ほかの 2 層と区別される。

IV.I.3 輝緑凝灰岩層 (Hs)

図幅の西側，中頓別町と常盤村の町界段線にそって，やや広い面積をしめして拡が
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ってし、る。

この地層は，輝緑凝灰岩が大部分で‘あって，一部に石灰岩やチャートを挟んでいる。

輝緑凝灰岩は，凝灰岩部が少なく，大半がスピライト熔岩である。

この地層は，東側を新第三紀鮮新世の地層におおわれ，西側では，断層で白望紀層

と接している。

V 白重紀層

白重紀層としては，図|隔西部地域に分布するエゾ層群と，中央北部に露出する歌登

中生層があるの歌登中生層は，あとにのべるように，時代の異なる地層が混在するも

のであって，一部はエゾ層群に，一部は日高泉層群に対比されるものとみられる。し

かし現段階では，これを確定に分離し，対比するだけの資料がないので，エゾ層群

とは別f同に取扱い， Iわ世層として一括したc

V.I 歌査中生層

この地層は，小頓別と歌款の聞の，道路の語 1+1を標式地とし，かつて，時代未詳中

生層として取扱われた地層である。

この地層は， 1933 年，服部幸雄と山内敬信によって，漠然と，中生層と呼ばれたも
:!)

のである。 1942 年，島田忠夫が転石の中から採集したアンモナイトを，陶山国男が

dr.PhyllocerasMediterraneumNEUMAYRE と鑑定し，その結果から，地質時代を

中部ジュラ紀とした。その後，このアンモナイトの種属決定が疑問視され ， Desma ・

ceratidae に属するものでなし、かという人が多くなった。 この化石は，現在，再鑑定

が不可能な状態におかれている。また，精しし、地質調査も行なわれないで，放置され

てきた。この化石が Desmoceratidae に属するものとすれば，地層は，白望紀にな

る可能性がでてくることになり，論争の的になってきた。

この地層は，勺ヒ見層ミと名附けられてきたが，今回の調査の結果，この中に， F3高

累層群中の?主知層群に属する主夕張層に対比される地層と，白望紀の宮古統に属する

と推定される二つの地層が，複雑な形で混在することが判明した。将来，これらの地

層が完全にわけられるまで，一括して，歌登巾生層と呼ぶことにする。

歌登中生層は，うえにのベた標式地から南に，岩尾沢まで連続し，その先は新第三

紀層に不整台におおわれている。一方，北は，中頓別図幅内のべーチャン川中流まで

つづき，空知層群の輝緑凝灰岩や砂岩・粘板岩の地層と断層で接し，南北に細長い帯
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歌登中世層踏査図

2: 砂岩頁岩互層

4: ひん岩脈

6: 鮮新世礁岩(本幌別層)

8: 安山岩

10: 地層の走向・傾斜

1:頁岩

3:砂岩

5:鮮新世層基底の安山岩

7: 中新世層(タチカラウシナイ層)

9: 化石産地

11: 断層

冨 l 圏 2 回 3 [l]4
Eヨァ函18 e 9 〆 10/11

第 4 図

状の分布をしめしている。

標式地におけるこの地層は，第 4 凶のように， N20ー.........40ーE の走向をしめし，道路

にそって，約1. 7km の間露出している。大部分は，暗灰色頁岩，緑色砂岩および砂

岩頁岩の互層からなり，一部に細粒喋岩をふくんでいる。砂岩は，ち密・堅硬なもの

で，頁岩はやや珪質である。この地層は，中央部のやや西寄りの位置に発達する断層

を境として， A 層と B 層にわけられる。断層より西側の A 層は，今西茂の北見層群

の大部分を，また東半分の B 層は，北見層群の一部と，毛登別層とを，ふくむもので

ある。

V.I.l A 層 (Ua)

ここで A 層としたものは，標式地の西半分で、あって，主として砂岩と頁岩の互層か
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ら構成されている。砂岩は，陪灰色，堅硬なもので，頁岩はやや珪質である。

また，地層の走向は， N40ー E 内外，傾斜はまちまちであるが，ほぽ東に 60° てい

ど傾斜している。

V.l.2 B 層 (Ub)

A 層とは断層をへだてて，その東側に分布している。

一般に，砂岩・頁岩の互層であるが，なかに，細粒の傑岩層をはさんでいる。 露出

の東端部の，新第三紀層におおわれる附近では，約 30cm の厚さの，軟質で緑灰色の

凝灰岩をはさんでいる。また，この附近で，径 1m 大の石灰質団塊がふくまれてい

る。この団塊には生痕が残されている。

島田忠夫がアンモナイトを採集したのは，この地層のなかであるつあとにのベる，

今西茂のホーロンベツ層は，この地層の延長と考えられる。

歌登中生層の時代に関する考察

B 層のなかからは，問題のアンモナイトのほかに，今西が Inoceramus の稜柱層を

発見している。

今西ほ，標式地とは別に，岩尾沢附近に断片的に分布する地層にたいして，ホーロ

ンベツ層，上幌別層群(雁皮沢層と狩野沢層にわけている)と名附け，ホーロンベツ

層を北見層群に対比している。このホーロンベツ層から，今西は次の化石を発見し

た。

Trigonia ρociliformis YOK

Tr. efr.KOTOIYEHARS

Tr. sp.

Pecten(Neithea)efr.morrisiPICTET& RENEVER

Nαticαefr. imρortuna NAGAO

り
このなかで， Trigoniapocil ザarmis は中野光雄によって ， Scabrotrig θnia imanishi

NAKANO と再定義された。また，これら化石のしめす地質時代を Apto ・Albian と

しとくに Scabrotrigonia は， Apto ・Turonian としている。このホーロンベツ層は，

化石から，下部白望紀の宮古階に対比されるものとみられる。

なお，今西は，狩野ノ沢層と雁皮ノ沢には，チャートがふくまれており，空知層群

上部の主夕張層に対比されると考えている。この狩野ノ沢と雁皮ノ沢層ほ，本文の A

層に相当するものと考えられる。
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また，今西はホールンベツ層を北見層群(本文の A 層)に対比しているが，これ

は，岩相からみて，当然， B 層に対比されねばならぬものである。

上記のような理由から， A 層が下位， B 層が上位と考えられる。

しかしこのことについては，著者らのなかで、も，意見が統一されているわけでは

ない。のべてきたのは，長尾の見解であるが，これに対して，長谷川は次のように考

えている。

ここで A 層にいれた，今西の上l幌別層群中のチャートは，実は輝緑凝灰岩に伴な

うもので，日高累層群のものである。 A 層にも B 層にも，はいるものではない。 ま

た，地質構造をみると，歌登中生層は背斜構造をとり，その軸部にチャートを伴なう

日高果層群が露出している。さにら，日高累層群の上位に B 層がのり，全体として，

断層で A 層にのり上げている構造が，うかがわれる。この見解によれば， B 層が下

位に， A 層が上位になり， B 層が下部エゾ層群とすれば， A 層は中部エゾ層群になる

可能性すらある。

以上のべたように，歌夜中生層は，各種の地層が混在する地層群である。この各地

層は，白望紀と考えられるが，正確な分帯，標準柱状への対比は，今後の問題として

残される。

V.2 ェゾ層群

エゾ層群は，図幅地域の両端部に分布する c この地域のエゾ層群は，同に隣接する

む天塩中川 l寸幅ョの連なりであって，ド部エゾ層群に属する神路層から，上部エゾ層群

の西知良志内層まで，各種の地層が，かなり複雑な形にし、り組んでいる。

1><:1幅地域のエゾ層群は，エゾ層群を堆積したエゾ地向斜の，東縁部相に当ってい

る c 天塩中川方面にみられる中央相とは，岩相，層厚とともに，いちじるしい相違が

ある。中央相と比較すると，一般に，下部および中部エゾ層群の岩相は，中央相より

も粗くなり，層厚は薄くなる。上部エゾ層群は，これとは逆に，層厚がし、ちじるしく

増大する傾向がある。

V.2.1 下部ヱゾ層群

下部エゾ層群に属する地層は，次の神路層だけである。

V.2.1.1 神路層 eYe)

この地層は，図幅南西端部， X塩川の西岸，茨内，小沢にわずかに露出するにすぎ

ない。
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この地層は，主として，砂岩・頁岩の互層であって，ときに，薄い灰白色の凝灰岩

や礁岩の薄層がはさまれている。砂岩は，灰色の堅い中粒ないし粗粒で，植物化石の

破片をふくんでいる。頁岩は珪質なもので，細かい丹冊状に割れるのが特徴である。

図幅内には，神路層の全層が露出しないので，全層厚は不明であるが，少なくとも

5∞ m 以上と推定される。地層の一般走向は南北であって，傾斜は 70°_80° W であ

る。

V.2.2 中部エゾ層群

中部エゾ層群は，下位から萌幌層，白滝層，佐古丹岳層，佐久層，佐久川層の 5地

層にわけられる。下部エゾ層群と中部エゾ層群の境は，一般に大きな不整合である

が，図幅地域では，整合するようにみられ，不整合は顕著ではない。

V.2.2.1 萌幌層 (Y ml)

中部エゾ層群基底の萌幌層は，図幅地域の南西端部に，わずかに露出するだけであ

る。

岩相は，頁岩片をふくんだ暗緑色，あるいは灰褐色の砂岩であるが，ときに砂岩・

頁岩の互層部がみられることもある。砂岩は，一般に粗粒で，やや凝灰質，特徴的に

頁岩片をふくんでいる。

地層の層厚は，中央相である天塩中川方面のものにくらべて，いちじるしく薄い。

すなわち，中央相の層厚が 400m 土であるのにくらべて，この図幅地域では，天塩川

本流の東岸にある音威子府駅附近で 14-15 m，音威子府駅の南方でも 100-150 m で

あるにすぎない。

V.2.2.2 白滝層 (Ym2)

萌幌砂岩層と整合で接し， J=(岩と硬質凝灰岩によって特徴づけられている地層であ

る。

白滝層の全層厚は， 320m ていどである。このうち，下部 220 m は，砂岩・頁岩の

互層であって，なかに，数枚の凝灰岩層をはさんでいる。この凝灰岩層は， it 質・灰

白色の堅いもので， 1-3cm の厚さがあり，いわゆるたホネ石ミと吸ばれているもの

である。白滝層の上部 100m は，ほとんど無層理の暗灰色頁岩層である。

V.2.2.3 佐古丹岳層 (Ym3)

この地層は，上音威子府駅東方にある，小沢の上流に露出し，全層厚は，わずか 50

-80m にすぎない。
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岩相は，中粒ないし粗粒で，灰白色の板状に割れる砂岩である。

この地層の中央相は，少なくとも 500m 以上の層厚のものであるが，ここではひじ

ように薄い。この地層の細分は中央相では可能であるが，ここではし、ちおう，旧来の

名称を使用した。

V.2.2.4 佐久川層 (Vm4)

この地層は，全層が，ほとんど特徴のない無層理の泥岩を主体にするものである。

咲来から音威子府をへて，天北峠までの国鉄線路の東側地域に広く分布している。

この地層中には，灰白色の薄い凝灰岩を少量はさむほか，一部に，凝灰質砂岩と泥

岩との互層部がみられる。この互層部は，音威子府駅の東方で， 100m ていどの厚さ

があるが，北に向って薄くなっている。

なお，全層厚は 500m 以上である。

V.2.2.5 佐久層 (Vm5)

この地層については，上部エゾ層群の下底として取扱う人もいるが，この凶幅では，

いままでどおり，中部エゾ層群の最上部層として取扱う。

佐久層は，佐久川層と整合に接しており，岩相は，砂岩部の多い砂岩・兵岩互層で

ある。この岩相を，天塩中川図幅の中央相に比較すると，一般に粗粒である。

また，層厚は 350m 内外である。

上音威子府の大学演習林事務所附近と，上音威子府駅前のこの地層中には，合化石

同塊がふくまれており，次の化石を産する。

EpigonicerasglabrumlIMBO

GaudrJ'cerasdens φlicatum .TIMBO

V.2.3 上部エゾ層群

l司幅地域に分布する上部エゾ群層は，西知良志内層だけである。

V.2.3.1 西知良志内層 (Vu)

この地層は，下位の佐久層とは整合に接している。無層理の暗灰色泥岩層であっ

て， 10cm~60cm の厚さの，灰白色凝灰岩をはさんでいる。

VI 古期火成岩類

ここで、古期火成岩としたものは，ジュラ紀層や白皇紀層中に近入した火成岩であ

って，数カ所に露出しているにすぎない ο このなかで，ひん岩は白望紀末に道入した
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ものであるが，ほかの 3種はかなり早期に道入したものと考えられている z

VI.l 輝緑岩 (D)

本庫鉱山附近の日高呆層群中にみられ，地層の層理面に平行に道入している。

岩質は，濃緑色・ち密で，透輝石質輝石と斜長石が，オフイテック構造をしめして

組合さっているものである。

VI.2 蛇紋岩 (5)

輝緑岩と同じく，本庫鉱山附近の日高泉層群中に注入している。鉱山事務所から，

北側に分岐する沢の中流に露11\ しており，岩体の rejlは 20m ていどわ小さなものであ

るのまた，その附近の日高累層群は，圧砕がはげしい。

また，鉱山事務所より 200m ていど下流の位置で，微閃緑岩が粘板岩II'に近入して

いる。この微閃緑岩は，蛇紋岩に作なって道入した火成岩とみられる。微閃緑岩の岩

質は， rlJ粒ていどの優白色な完品質岩であって，斜長石と角閃行から構成されており，

なかに斑状に1.5mm ていどのがi長行がふくまれているむなお，角閃石の一部には.

普通輝石が残されているの

VI.3 花崩岩 (G)

オフンタルマナイ川の上流，本mt鉱山事務所から，ほぼ 2km 上流にみられる。花

崩岩は，新第三紀中新世のオフンタルマナ

イ居II'にみられるが，その露出状態は，

NW-SE 方向の断層にそって下から持ち

上げられているようにみられる。

この花両右は，一般に優白色の粗粒な完

品質岩である。このなかには，第 5 凶のよ

うに，粗粒相'-pに綱粒相が縞状~網目状に

発達する部分が多い。この岩石は，交代作

用が進んでいる岩石であって，みかけは花

筒岩状であるが，次にのべるように，原岩

は閃緑岩ないしは斑れい岩と想定される。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。

斜長石，石英，優色鉱物によって構成

されている。 第 5 図 花尚岩質岩スケッチ
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斜長石は，一般に破砕されており，その割目にそってより An 成分の低い斜長石

や石英に交代されている。また，斜長石の結晶周辺には， ミルメカイトの発達がし、

ちじるしいc

優色鉱物は，大部分が緑泥石や緑れん石に変っており，一部に黒雲母が形成され

ている c 緑泥石のレリックとして，角閃石がみられる。また，少量ながら普通輝石

やウラノレ仁.もふくまれている。

石英は，斜長石や有色鉱物の間を埋めて発達し，モザイック状の形をしめしてい

る。また，細粒部は，原岩の構造がいちじるしく般砕され，石英が多吊:に形成され

ている。

VI.4 ひん岩 (P)

ひん岩は，図幅北部の歌登中坐層IIIに近入するほか，小頓別駅西方で，日高累層群

中に道入している。黄褐色の細粒，ち密な岩石で，なかに 1mm ていどのまl長石斑品

が少量ふくまれている。

顕微鏡下で観察すると，斜長石と緑泥石に変った有色鉱物を斑品としており，石

基には填間構造が発達す・るものである。

VII 新第三紀層

凶~J両地域に分布する新第三紀層は，まえにのベた基盤岩類を不整合におおろて，凶

幅地域の 2/3 をしめて拡がっている。

新第三紀)首には，中新世層と鮮新 Ill:とがある。この両層の関係は不整合である。

VII.l ，t1 新世層

中新世の地層は ， lヨ幅の南半分をしめて広く分布する。しかし北半分地域でも，次

にのべる鮮新世層の基盤として，各所に小規模に露出している。中新世の地層は，オ

フンタルマナイ層とタチカラウシナイ層とにわけられる。とくに，オフンタルマナイ

屑は，グリーン・タフやプロピライトの地層である c なお，この両地層の関係は不整

合である。

VII.I.1 オフンタルマナイ層 (Tml)

オフンタルマナイ層は，オフンタルマナイ川の上流のみ;岸鉱山を中心に分布してい

る。この地層(;J:，日高黒層群を直持不整合におおい，タチカラウシナイ層におおわれ

ている c

この地層は，下位から角喋凝灰岩部，プロピライト部，緑色凝灰岩部にわけられる。
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角喋凝灰部は，緑色凝灰岩を基質にし，そのなかに，大小さまざまの粘板岩類やプロ

ピライトの礁をふくむものである。プロピライトは，斜長石と普通輝石を斑品とし，

石基にはハイアロピリテック構造が発達するもので，わりあい新鮮な熔岩である。ま

た，上位の緑色凝灰岩部には，砂質の部分をはさんでいる。本庫鉱山事務所より 1km

ほど上流で，北側に向って分岐する北立ノ沢の上流では，この砂質の部分から，次の

化石を産する。

dr.Chlamyissp.*

llJacomasp.

Clinocardiumsp.

Myasp.

なお，この地層辻，本;庫鉱山や上徳、鉱山の鉱床のほ岩になっている。そのため，珪

化作用・緑泥石化作用・黄鉄鉱の鉱染など，鉱化作用の影響が，広い範囲にみられ

る。

VII.I.2 タチカラウシナイ層 (Tmz)

この地層は，図幅南半分の区地に広く発達する。図幅中央部や北部では，発達が悪

く，川ぞいに点々と，小規模な分布をしめすにすぎない。

この地層乃岩相や層厚は，地域により，かなりの変化がみられる。しかし，一般に

は砂岩・泥岩・凝灰質砂岩の互層からなり，ほかに，頻灰岩・凝灰角牒岩および石炭

層をはさんでいる。砂岩・泥岩の互層中には，砂質問球をふくむことがある。また，

海棲劃物の化石が，数カ所から産出する。

この地層は，岩相の変化がはげしいので次の地区にわけで説明する。

1) 南半分地域……砂岩・泥岩相の互層がよく発達し，石炭層を伴ない，海棲動物

の化石を多産する地域。

2) 中央部地域……凝灰岩相がよく発達する地域。

3) 北部地域……硬質な泥岩相がよく発達する地域。

次に，各地域別に説明する。

1) 南半分地域

この地域は，図幅中央よりやや南側に位置する区域で， NE-SW 方向にのびる断

層を境として，その南側に当る。すなわち，東は，東に隣接する図幅内の乙忠部にむ

* 三谷勝矛IJ技師の鑑定による。
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かつて流れる，ツネオナイ川の上流地域から，西の幌別川上流地域，咲来峠をへて，パ

ンケサックル川およびベンケサックル川の流域にまたがる広い地域である。層厚は，

サックル川流域で、 500m 十である。

下位のオフンタルマナイ層との接合関係は，凶幅東南端のオフンタルマナイ川上流

で観察される。ここでは，オフンタルマナイ層が無層理の凝灰岩や熔岩なので，確実

ではないが，斜交不整合とみられる c 咲来峠では，下位のオフンタルマナイ層を欠い

て，直接基盤の日高累層群に接している。

ツネオマナイ川流域でみられるこの地層の岩相は，灰緑色から暗緑色の凝灰質中粒

砂岩と，灰色から灰青色の泥岩の互層である。砂岩は，ときにj色、激に組粒化し小礁を

混在したり，また反対に細粒砂岩に移り変ったりすることが多い。また，一部には，

厚さ 4m の凝灰岩をはさむことがある。

幌別川上流では，灰青色の中杭~細粒砂岩と，灰色~暗灰色ときに灰青色の泥岩の

互層である。このなかに，特徴のある白色~帯育灰白色の浮イi片をふくむ，凝灰質粗

粒~中粒砂岩をはさんでいる。地層のド半分には，層厚 40em 以下の石灰層をふく

んでいる。灰青色砂岩中には，直径 30cm 以下の砂質団球を数多くふくんでいる。

咲来地域では，地層の下半分に泥岩相が多く，ノ之ンケサックノレ川の下流で、は， この

なかに石英安山岩質熔結凝灰岩をはさんでいる。その上位になると砂質部が多くなっ

て，上半部は，いちじるしく凝灰質になり，角閃石安山岩の角礁をふくむ凝灰角喋岩

が多くなる。この地域では，石炭層がかなり爽在し合炭部は，下位の泥岩部に 1 枚，

中{立の凝灰質砂岩部に 2 枚，員十 3 層準確認される石炭層は，いずれも平均層厚 30 em

U、下の亜炭である。

この地域からは，砂岩および砂質問球，および泥岩中から次のような海棲動物化石

が識別される。

ツネオナイ川上流(採集地点 3 ヵ所)

Anadaraogawai 恥fAKIYAMA

Venericardiasp_

Clinocardiumsp_

DosiniakaneharaimirabilisUOZUMI

Spisulaezodensata(KUBOTA)

Macomasp_

Pholadomyasp_
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Creρidula sp.

Balanussp.

幌別川二股地区(採集地点 5 ヵ所)

Yoldi αsp.

Anad αra ogawm お1AKIYAMA

Venericardiasp.

Clinocardiumsp.

Pitarokadana(YOKOYAMA)

DosiniakaneharaimirabilisUOZUMI

MercenariachitaniMAKIYAMA

Macomasp.

Solensp.

Pano ρe sp.

A勾la cunei/ormis(BOHM)

ほかに，咲来峠北東，支流枝沢から，

Pitarokadana(YOKOYAMA) , C!inocardiumsp.

2) 中央部地域

この地域は，凶幅中央部のベヤマン川流域，および幌別川流域で、あって，地層は，

川河にそって，小規模に露出するにすぎない c 下位)曽との関係は，幌別川本流の二十

一線地区でみられ，下位のオフンタルマナイ層を欠いて， [白:長歌在中生層と接してい

る。

岩相;土，市半分地域とはまったく異なり，決緑色または淡青緑色の凝灰岩と，凝灰

質泥岩の互層である。いずれも長係数 em の浮石 n を多量にふくみ，一見，いわゆる

グリーン・タフに類似した外観をしめすご j ときには，厚さ 50cm ていどの細粒砂岩

層を灰在することもあるつ

3) 北部地域

この地域では，北部の上毛登別の東に，市北に幅せまく模状に，わずかに嵐山する

にすぎない δ

岩相は，大部分が灰色から暗灰色の硬質な泥岩からなり，ほかにやや粗しようで偽

層が発達する粗い砂岩や，灰色で風化面が細片状に砕ける泥岩がふくまれている c ま

た，砂岩と j尼岩の互層部に，薄い石炭層を宍在している。いずれも西へ急傾し，断層

による転位があり，岩十日の上下の変化は明らかでない。
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硬質なiIt岩からは，小型の二枚只化石 Macoma sp. を識別した。

鮮新世層VII.2

鮮新位の地層は， l司幅北半分地域に広く拡がっており，本 l院別層と小頓別とにわけ

られる。東に接するた乙忠部図幅、では，鮮新世)吾をシビウタン層とベンケ)暑にわけ

この凶幅地域にそのている。岩相が乙忠部地域とは異るので，乙忠吉 i: 凶幅の分帯が，

この図幅の本幌シビウタン層とベンケ層の大部分が，まま当てはまらない。しかし，

別層に相当し，ベンケ層の上位の一部が，小頓別に対比されるものとみられる。

本幌別層 (Tpl)VII.2.1

この地層は，図 III亘の中央部から北東部にかけて， )ぶく楳式的に発達している。

岩相および層厚は，ともに，いちじるしく変化するが，一般的には，瞭岩・砂岩・

泥宕・粘土状泥岩などの五層である。なお，一部に酎炭層を央在している。層厚は，

分布の広いわりあいに薄い。

下位の地層とは，不整 fT 関係で、ある。咲来峠の北方 4km の校沢入 fl では，下位の

本

幌

別

口μ

タ

チ

カ

ラ

ウ

シ

ナ

イ

汚

5m
不整合スケッチ
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落地点でも，この不整合が確められる。

この地層の岩相は，上毛登別と下毛登別間に，南北に長く努1Jjする歌登中生層を境

として，東側の区域と西側の区域とで，多少趣を異にしている。

東側の区域では，下半分に礁岩・砂岩および泥岩が，不規則な互層をなして発達し，

かなり凝灰質である。上方は，砂質になり，礁岩や砂岩にとむ。いずれも，偽層がよ

く発達しているつこの地層中には，各所に，厚さ 50cm 未満の粗悪な亜炭層を爽在し

ている。

下 E登別西方の，歌登中生層との接触部には，層さが 300m におよぶ礁岩相が発達

する(第 4 図〉っこの喋岩間は，この|正域にかぎって特異的に発達するもので，南の二

十線地区までは追跡できない。基底部では，棟内大きさが径 1m 以 tのものである

が， 上位になるにしたがい， しだいに大きさを減じ，細粒砂岩にまで移り変る。この

礁は，安山岩を主とし，ほかに少量の砂岩や頁岩を混じっている。基質は砂岩である

が，上位部に泥岩部がある c 泥岩部には，珪化本がふくまれている。

この他層は，全体に緩傾斜で，とくにいちじるしい，摺曲や断層による転位はみと

められないlコ

一方，丙側乃|メ;域では，長下位に，灰色または灰青色の小瞭泥り凝)j(岩と，灰青色

凝灰質中t:r.~帝国粒砂岩が多く，上位には，灰色または帯育灰色凝灰質粗粒~中粒砂岩

と，灰青色凝以質泥岩の互層になる。小頓日Ijやボウルンベツ地区などでは，このなか

に砂質団球をふくんでいる υ 砂ー岩仁判こは， ときに微細な海懐貝類化行の破片や，浮石

片を多量にふくみ，いわゆる貝殻砂岩のようそうをしめす。岩屋沢中流の化石産地が

その例であるつまた，薄い亜炭層が数枚宍在している。

この地層の凝灰質砂岩および泥岩中には，多くの海棲貝類化石をふくんでおり，次

のような化石種が識別される。

小頓別郵便局東，小頓}]IJ川河岸

YoldiamacroshemaUOZUMI

Macoma0ρtiva (YOKOYAMA)

Aめla cune グ'armis (BOHM)

Tectonaticasp.

本 この層準は，北方の中頓別図幅にまで追跡すると，鐘乳洞で有名な， Shell-limesｭ

tone をふくむ層準に，移り変るものである。
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岩尾沢・岩屋西市1. 5 km

Yoldi α (Cnestenum) sp.

Barbattasp.

Modiolasp.

Chlamysswifti(BERNARDI)

VIヲnericardia ferrugineaCLESSIN

Lucinom α annulata (REEVE)

Clinocardiumsp.

Macom αsp.

Pholadideasp.

Tectonaticasp.

Nゆtunea sp.

Cre ρidul σsp.

Balanussp.

このほか，上 E登別小学校西の，上毛登川ぞいでは，二枚具岐片を，同小学校東の

道路脇では ， Gl) りmeris sp. を多産する。また，ポールンベツ地区でも，二枚貝を産

出している。

以上の海棲貝類のほか，上毛登別の 2km 南方で，次の有孔虫を産出している。

ElphidiumetlgoenseHUSEZIMA&MARUHASHI

E. dr.imanishii(ASANO)

E. oregonenseCUSHIMAN& GRANT

E. sp.

Uvigerinacfr.hootsiRANKIN

AngulogerinakokozuraensisASANO

Bolivinasp..indet.

Buccellafrigidus(CUSMAN)

Rotali α beccari (LINNAEUS)

Eplstominellapulchella(HUSEZIMA& MARUHASHI)

Cibicideslobatulus(WALKER& JAcon)

Lagenonodos αria sp.

Fissurinaorbignyna(SEGUENZA)

Golinacostata(WILLIAMSON)

また，岩屋沢の岩屋西南1. 5 km の化石産地で，貝類化石と伴に ， Elphidium
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etigoenseHUSEZIMA& MARUHASHI や BeccullaJrigidus(CUSHMAN) を多産し

ている。

VII.2.2 小頓別層 (Tpz)

この地層は，小頓別とt:毛登別間の稜線にそって，南北に細長く，標式的に発達し

ている。下位の本 l幌別層とは，整合に重なる。

岩相は，層理の不明瞭な，網干 :\L 喋岩と中粒砂岩からなり，ときに，泥岩片や軽イ i片

をふくんでいる。また，いちじるしい偽層の発達することが特徴である。層厚は，小

頓別の東で 150m である 3

産出化石は，わずかに二枚貝の破片がみとめられるだけであるコ

VIII 新期火成岩類

新期火成岩組としたものは，新第三紀にはいってから後に，形成された火成岩であ

って，石英和両と各種の安山岩熔岩がある。宏山岩熔岩には，音威宮土熔岩， 955m

山熔岩，歌登山熔岩， L必岳火山噴出物がある。

これら火成岩類のうち，石英組面岩の注入|時期は，中新世のタチカラウシナイ層の

堆積後，鮮新lU:のみ ~I幌別層堆積が jで、あるョ安山岩熔岩類の活動 l時期をしめす資料とし

ては， ，~l新世層をおおい，段丘堆積物におおわれるというだけで，時代を決定するこ

とはむずかしい。しかし，火山の形態がそく浅されていないこと，岩質が仮状節周の

発達する玄武岩質安山岩であって，ほかの地域の鮮新世末の熔岩と類似することの二

つの理由により，この火山の活動時期を鮮新世末または第四紀初頭と考えるっこのな

かで， Lぷi岳は，解析は進んでいるがし、ちおう火山の形態が認められ，火山噴出物の官

質を，他の 3 熔右とは異っているので，他の 3 熔岩よりは)J:Eく形成されたものと考え

られる。

VIII.1 石英粗而岩 (Lp)

図幅南東部の，オフンタルマナイ )11 と本幌別との分水嶺にみられるほか，図幅北部

の歌登村十八線地区にみられる。十八線地区にみられる岩体は，中新世のタチカラウ

シナイ層中に N70° E 方向をしめして道入し，さらに鮮新世の木幌別層によって不整

合におおわれているの

ネ三谷勝利技師鑑定
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岩質は，優白色・ち密なもので，流理構造ーが発達し，そのなかに O.3mm 内外の石

英と科長訂の斑品を合む，流紋岩質のものである。ただし，オフンタルマナイ )I I と i幌

男!川|との分水嶺にみられる岩体には，流理構造がみられない。

VIII.2 在成富 H容岩 (La)

音威子府の東方にある音威富士を中心として広く拡がるほか， IズI I II面の東部地域に，

小宕体がいくつも市北に連なって分布している。立威富士(際高 477 m) は，大きな

岩体の一部に突出する山であって，いちおうコニーデ状の1肢をしている。しかし，こ

第 7 図 背威子府からみた音威富士

の地形は，火山の厚形をしめすものではなく，侵蝕の結果形成された形である。

この熔岩は，優黒色・ち密・堅硬でややガラス質の岩質であって，全熔岩ほとんど

均質である。また，この熔右1[1には板状節理が発達する部分が多い。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。

斜長石と輝石を斑品とし五基には，サブ・オフィテック構造~填間構造が発達

するものである。

1)1 品の斜長石は An 68 である。輝石は，主に紫蘇輝石であって，普通輝石が少jd:

含まれている。紫蘇輝石の結品の川辺には，々i斜輝石の反応持が形成されている o

:.Ii 基は，微細な斜長石・単斜輝石・磁鉄鉱などから構成されている。

VIII.3 歌登山熔岩 (Lu)

この熔岩は，東|持りの乙忠部図ljJ記内にある歌登山を構成する熔岩であって，そのー
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部が， r司i隔地域の東端部にのびてくるものである。

岩質は，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石を斑品とし，石基にはハイアロピリテック構

造ーが発達する背通輝石紫蘇輝石安山岩である。また，全般に流理構造がみられる。

VIII.4 955m I!j 熔岩 (Lm)

l司幅市東部にある標高 955m の山を構成する熔岩である。

岩質は，青灰色・ち密な紫蘇輝石普通輝安山岩である。斑品は，斜長:-f i ・普通輝

行・紫蘇輝ィ1からなり，普通輝石が紫蘇輝石よりも若干多いくまた，石基には，填問

構造が発達するの

VIII.5 函岳火山噴出物 (Lh 1 LhJ

この火山噴出物は， m隣りの思根内 l司幅|付にある函岳(標高 1 ， 129 m) を中心に，

広く分布するものであるつ同 IIJ話内では，岩質・地形から，第 1 熔岩と第 2熔岩とに分

けられるの第 1 熔岩は，合かんらんイ i普通輝行紫蘇輝石安山岩であって，地形的にも

解析度が高い。これに反し， 0(~ 2 熔岩は普通輝石紫蘇輝石安山岩であって，地形的に

も熔岩台地の形を保存している。

第 8 図 木幌別からみた函岳

H: 函 岳 Y: 屋根棟山

VIII.5.1 第 1 熔岩 (Lh1)

この熔岩は，商岳の標高 700m 以下の地域に拡がっているもので，挟存する集塊岩
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によって，少なくとも 3枚の熔岩流に分けることができる。

岩質はいちぢるしく変化にとみ，多孔質~ち密，多斑品~無斑品と変る。また，節

理は不規則である。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。

斑晶は，斜長石〉紫蘇輝石三普通輝石〉かんらん石である。

斜長石は An 51~75，いちじるしく塵状包か物を含むものが多L、。紫蘇輝石は，

X: 淡褐色・ Y: 淡褐緑色・ z: 淡緑色の多色性を L めし， 2Vx=62~73 である。

普通輝石は， X: 淡褐緑色・ Y: 淡褐緑色・ z: 淡緑色の多色性をしめし， 2Vz=40

~58 である。かんらん石は 2 Vx=88 である。

石基は，ハリ基流品質構造ーをしめし，褐色ガラス中に斜長石・紫蘇輝石・普通輝

石の小結晶が存在する。また，ガラスは禄泥石に変っている。

VIII.5.2 第 2 熔岩 (Lh2)

この熔岩は，屋根棟山の台地を構成しており，挟在する集塊岩により，少なくとも

3枚の熔岩に分けることができる。

岩質は，一般に灰黒色・ち密で斑品が少ないものが多い。まれに， 3mm 前後の斑

品を多量に含むことがある。熔岩の一部には，あらい柱状節理が発達している。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。

IXt 品は，斜長不j，:>紫蘇輝石〉普通輝石である。

まl 長石は O.5~2.0mm の大きさをもち， An40~55 である。紫蘇輝石は， X 淡

褐色・ Y: 淡褐緑色・ z: 淡緑色の多色性をしめし， 2Vx=54~57 である。普通輝石

は， X: 淡褐色・ Y: 淡褐緑色・ z: 淡緑色の多色性をしめし， 2Vz=50 である。

石某は，ハリ基流品質構造をしめし，斜長石・紫蘇輝石・普通輝石の小結晶が褐

色ガラス巾に存在する。また，珪酸鉱物が多量にみられる。

IX 第四紀層

第四紀の地層にほ，現川河にそって発達する 2 段の段丘堆積物と，庄錐堆積物があ

る c

前にものベたように，凶幅地域には，標高 170m~21O m の平坦面が発達し，新期

火成岩類分布地域を島状にとり残して，全地域をおおっている。この平坦面は，図幅

地域叫かりでなく，東隣りの乙忠部図幅範囲にまで拡がり，海岸で標高 80m の平坦

両に連なるものである。堆積物は全く残されていないが，この平坦面は，かつて段丘

として形成されたものが，その後の解析によって，堆積物がけずり去られたものとみ
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第 9 図 本幌別から南をみた地形写真

T: もっとも高い平坦面 Tl: 第 1 段丘 Tz : 第 2 段丘

られる。

IX.! 第一段丘堆積:物 (T 1 )

天塩川や l幌別川にそって，発達している。

この段丘は，現川床より 20--30 m I奇く形成されており，咲来や歌設村中央付近で

は，やや広く発達しているが，それ以外の地域では， レリヅク状にごくわずか残され

ているだけである。

IX.2 第二段丘堆積物 (T 2)

現j巧床から， 10m前後の高さに発達している。

この段丘は，ほとんどすべての川河にそって広く発達しており，段丘面上は農耕地

となるばかりでなく，人家も建られている。

IX.3 崖錐堆積物 (Tl)

崖錐堆積物は，函岳火 III 噴出物や，音威富士熔岩などの新期火成告類をとり巻いて

発達しているつ

堆積物は，背後山地から供給された岩塊，およびこれを埋める砂・粘土から構成さ

れている。崖錐堆積物の形成時期は，沖積世ばかりでなく，洪積世にもおよぶものと

考えられる。

X 地質構造

図幅地域は，南北性の構造と，東西性の構造と， 2 つの構造要素に支配されて，地

質構造が決定されている。この図幅内だけで判断することはできないが，可能な範囲

で地質構造についてのべたい。

まず，地質構造を南北性の構造要素と，東西性の構造要素とを別個にのベ，最後に
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その関連性についてふれたい。

南北性の構造要素

1 日高累層群歌登li J生層，エゾ層群の地層は，南北方向の走向をしめし，その

なかの摺曲も南北性の軸をもつものである。

2 日高累層群歌なrtr生層，エゾ層群中の主要な断層は，南北方向である。

4 新第三紀鮮:新世の本幌別層は，南北の走向をしめし，摺曲軸も南北方向をしめ

している。

5 自工威宮土熔岩は，南北方向に連なって，図幅の東側と西側に 2列に並んで道入

している。しかし，岩体は南から北に向って少なくなり，凶幅地域以外にまでは

続かない。

東西性の構造

正佐には， N70ー E 方向をしめす構造要素である。

1 新第三紀中新世のオフンタルマナイ層と，タチカラウシナイ屑は，東西1生の断

層で境されている c

2 図幅南部地域では，タチカラウシナイ屑と，鮮新世の本幌別層との聞も，同じ

ように東西性の断層である。

3 石英粗両岩が，東西方向で道入している。

この東西性の構造は，凶幅南東部で強く発達して，おり，断層運動によって形成され

たものであるのオフンタルマナイ層とタチカラウシナイ層を境する断層の南側では，

基盤をオフンタルマナイ層がおおっている。これに反し，断層の北側では，オフンタ

ルマナイ層を欠いて，タチカラウシナイ層が直接基盤をおおっているのさらに，乙忠

部図幅を参考にすれば，この断層の東方延長は，ほぼ一直線に基盤とタチカラウシナ

イ層が境される地帯に続く c このことは，東西性の構造が，大きなものであることを

しめしている。

以上のべたことを簡単にまとめると，次のようである。

この地域は，南北性の構造要素と，東西性の構造要素が組合さって，地質構造が決

定されている c この 2 構造要素のうち，少なくとも新第三紀以前の地質構造は，南北

性が主体であったということができる。東西性の構造は，新第三紀中新世に形成され

たものであって，それ以前とは，まったく異なる方向をしめすものであるのなお，鮮

新世には， rJ:ij構造が同時に再活動している。
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この 2 つの構造要素を，北海道全般からみると，南北性の構造は，北海道の脊骨を

形作った日高造山運動の影響によるものであり，東西性の構造は，千島弧とよばれる

構造帯の形成に結びつくものである。

XI 応用地質

図幅地域には，金属鉱床として本庫鉱山と上徳鉱山があるほか，亜炭・;石灰石・石

材などが賦存し，地下資源は豊富である。なかでも，本庫鉱山は，探鉱に成功して操

業を開始し，今後の発展が期待される鉱山である。

XLI 金属鉱床

図幅地域の金属鉱床は，オフンタルマナイ川上流に分布する，新第三紀中新世のオ

フンタルマナイ層中に匪胎している。まえにのベたように，東西方向に並んで，本庫

鉱山と上徳鉱山の 2 鉱山がある。本庫鉱山は，銅・鉛・亜鉛の鉱床である。また，上

徳鉱山も銅・鉛・亜鉛を主とするが，そのほか，多量の銀を産出している。

XLI 本庫鉱山中

鉱業権者 札幌市北 2 条西 4 丁目 本庫鉱業株式会社

鉱 区 北見国・採登第 72 号外

主要鉱種 銅・鉛・亜鉛

えさL うたのぼり L ぴ うたん

本庫鉱山は，枝幸郡歌登村字志美宇丹のオフン国有林地内にある。 鉱山から国鉄

しようとんベつ

小頓別駅までは，ゃく 50km ある。この間，小頓別駅から志美宇丹部落まで，ゃく

30km の間にはパスが運行している。 また，志美宇丹部落から鉱山までほぼ 20km

の間も， トラックの運行が可能である。

この鉱床は，三和鉱業株式会社によって，昭和 19 年頃から探鉱が続けられたが，

戦後，有望な銅・鉛・亜鉛鉱床が，坑道および試錐によって確認された。昭和 35 年 6

月，三和鉱業株式会社は三井金属鉱業株式会社と提携して，本庫鉱業株式会社が創立

された。同年 9 月には， 1 日 50 トン処理の浮選鉱場の建設に着手し，本格的な開発には

いった。昭和 37 年には 1 日 100 トン処理，昭和 39 年には 1 日 150 トン処理の選鉱場の増

設計画が樹立され，鉱況が優勢なことと相まって，ますます今後の発展が期待されて

し、る。

地質

中斎藤昌之記述
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図 [ZLO四回

開豊園田園周回目回日

第 10 図本庫鉱山地質図

1 河岸段丘

2 玄武岩脈

3 玄武岩質安山岩

4 石英粗面岩石

5 今井の沢頁岩層

6 石英粗面岩

7 プロピライト岩脈

8 緑色凝灰岩

9 プロピライト

10 緑色凝灰礁岩

11 閃緑岩

12 粘板岩

13 珪 石I-U

14 輝緑岩

15 石灰岩

16 花崩岩



この地域の基盤地質は，粕阪岩を主とし，そのほか珪岩・石灰岩などからなる先白

軍紀の日高黒層群であるのそれを不整合におおって，プロピライト・緑色凝灰岩，緑

色凝灰角陳岩からなる新第三紀中新!日:のオフンタルマナイ層が広く発達する。なお，

日高累層群中には，輝緑岩，蛇紋岩，微閃緑岩などが道人している。

この地域の地質構造の特徴は， NW-SE および NE-3W の 2 方向の勇断帯が発

達していることである。この勇断帯には，優勢な鉱化作用が伴われているοNW-SE

系統の弥断市は，鉱山事務所を rlr心として，その上ド流，オフンタルマナイ川ぞい

に，数多く発達するもので，正断層形式のものであろ。 NE-SE 系統の勇断帯は，文

珠の沢上流，オフンタノレマナイ川上流の二股付近に発達しており，前者から派生した

2 次勇断市と考えられるのこの勇断??fは，逆断層形よのものである。前者には文珠鉱

床が，後者には平安鉱床・二股鉱床がIj式存する

鉱床

鉱床は，プロピライトのほか，粘慌官・珪岩・輝緑有~ 1 1に匹胎するのいわゆる i是非A\

水性鉱脈である c まえにのべたように， 3 鉱床にわけられるが，その脈形態・構成鉱

物およびその共生関係，月 EJの変質などは，いずれも同一である c

構成鉱物は，黄鉄鉱・/}:]亜鉛鉱・方鉛鉱・石英を主とし，ほかに黄銅鉱・輝銀鉱・

赤鉄鉱をともなうの母岩の変質は，緑j尼石化作用・方解石化作用・曹長石化作用がき

わめて広範開にわたってみられるハ鉱床に接しては，これらの変質作用が一府はげし

くなるとともに， IJ化作用が強くなり，一部には絹雲町化作用も行なわれている。

鉱脈は，雁行配列するいくつかの小鉱脈から成り立っている。雁行する各単位鉱脈

は，走向・傾斜・落し・脈幅・構成鉱物など，その形態はほぼ同二」である。 単位鉱脈

は，その末端部におし、て，ほぽ干行な細I!I長を多数分III支し，いわゆるミ馬のH誌をつく

って，相互に連なっている(

これらの単位鉱脈には，塊状またはがり状の黄鉄鉱休が圧砕破砕作用をうけて，片

状化または角時状化した位置に，閃亜鉛鉱 『方鉛鉱ー一黄銅鉱一石英脈が，その

裂纏を理めて網状にはしる復成脈である。閃司王鉛鉱一一方鉛鉱ー一黄銅鉱 石英脈

rllでは，方鉛鉱の品 tH とほぼ同じ同期に，局部({;Jに輝銀鉱の品 HIがみられる c

鉱石は，黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛語、を主体とし，黄銅鉱および若干の輝銀鉱と赤鉄

鉱をともなうものである c これらに産状は，ほとんどが塊状鉱であるが，なかには輪

状鉱も存在し，一部には角il索状鉱もみられる。鉱石鉱物の品 Will員序は，黄鉄鉱----問
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亜鉛鉱一一一方鉛鉱一輝銀鉱一一一黄銅鉱一一針状赤鉄鉱の順である。輝銀鉱と針状赤

鉄鉱は，ごく限られた位置にみられるもので，普遍的な鉱物ではない。閃亜鉛鉱，方

鉛鉱・黄銅鉱は，のベた順で，縞状あるいは櫛状構造を形成することがあり，黄銅鉱

には耳っき双品がみとめられる場合がある。また，石英脈に接する付近の黄鉄鉱は，

含水赤鉄鉱に変る場合が多い。

平安鉱床 1 号坑の品位の一例を，言II頁にしめす。

XLI.2 上徳鉱山

鉱業権者 東京都港区赤坂葵町 日本鉱業株式会社

鉱 区 北見国・採登第 195 号

主要鉱種 銀・銅・鉛・亜鉛

本庫鉱 III から，ほぽ 2km 東方に位置しているの本庫鉱山事務所より，オフンタル

マナイ川の本流ぞいに約 4km さがった地点から，北方に分岐する沢がある。上徳鉱

山の事務所は，沢 n から1. 5km 上流にあるっ鉱山事務所まではトラック道路が通じ

ている。

この鉱床についての詳細は不明であるが，古くから金・銀を目的にして探鉱された

鉱山である。昭和 11 年には，銅・鉛・亜鉛を目的として坑道探鉱が行なわれたが，一

時中止し昭和 28 年に再開された。しかし，良好部にあたらず，昭和 33 年頃に，ふ

たたび中止するにし、たった。

鉱床

オフンタルマナイ!習中に発達する， N80ー E 方向の勇-断帯にそって肝胎する鉱床で

ある。この鉱山には，平行に並ぶ 2 つの鉱床があり，そのうち北側の鉱床は，下部か

ら 4 坑， 3 坑， 2 坑， 1 坑と 4 坑道で探鉱されている。南側の鉱床は新坑と呼ばれてお

り，昭和 33 年に探鉱された鉱床である。

北側の鉱床は，本庫鉱山と同じように，単位鉱脈が雁行配列をしめすが，一般に雁

行状態が不明瞭である。また，勇断帯の方向は，西部では N80ー E をしめすが，東部

に向ってわずかに方向を変え，東端部では N60° E である。また，脈勢も東部に向っ

て劣勢化する。

鉱石鉱物は，閃亜鉛鉱・方鉛鉱を主とし，それに黄銅鉱・輝銀鉱がともなわれてい

る。これらの産状は，塊状鉱の場合もあるが，一般には，閃亜鉛鉱一一方・鉛鉱脈と石

英脈が， 1~2cm 幅で細かく互層状をなすものである。銀成分は，全般に 50 g/ton 前
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第 12 図上徳鉱山地質図

1 砂岩・喋石(タチカラウシナイ層) 2 プロピライト

3 緑色凝灰角瞭岩(オフンタルマナイ層) 4 珪化・黄鉄鉱化帯

5 粘土化帯 6 現断帯

後であるが，鉱床東部の下盤側粘土中に，とくに多量にふくまれている。

新坑は，鑓幅 70cm~2.5m で，緑泥石化作用が進み粘土状になり，多量の黄鉄鉱

が鉱染した変質岩が，さらに破砕され，その割れ目にそって関亜鉛鉱一一一方鉛鉱一一一

石英の細脈が網目状に発達するものである。

この鉱床の露頭は，幅広い粘土化した変質岩のなかに黄鉄鉱が鉱染し石英の徴脈

が発達するだけであって，鉛・亜鉛は，ほとんどふくまれていない。また，この変質

帯は，本!車鉱山との鉱区境付近まで追跡される。

北側の鉱床は，錨幅も狭まく，充分にちR鉱が行なわれている。これに反し，新坑は

錨|隔も広く，その上露頭と坑内の状態からみると，鉱床の上部と判断されるので，下

部の探鉱が期待される。

XI. 2 亜炭
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凶幅地域は，いちおう中JII炭田にふくまれる地域である。炭層は，凶l幅南部の咲来

地域と，北部の毛登別地域に発達している。咲来地域の炭層は，新第三紀中新世タチ

カラウシナイ層にふくまれており，毛登別地域は鮮新世の本i幌別層に属するものであ

る c また，咲来， q;登別とも，第二次世界大戦後乃石炭不況時に，一時小規模に採掘

されたことがある。

この地域の亜炭は，両地域とも，発熱量はほぼ 4 ， 500 カロリーていどである c また，

上下盤が泥岩・喋岩・凝灰岩などであることが多く，一般に採掘条件が悪い。そのう

え，炭層の厚さは膨縮がはげしく，厚い部分もあるが，平均 20~30cm のものであ

り，企業として採掘することは困難である。しかし小規模に採掘し，家庭用炭とし

て使用することは可能である。

IX.2.1 オフンタルマナイ層中の亜炭

オフンタルマナイ居中に爽在する亜炭であって，咲来のパンケサックル川にそった

地域と，本幌別川の上流とにみられる c

パンケサックノレ川地域のこの地層は，第 13 凶のように，ド部に泥岩が多く，上部に

むかつて凝灰岩や砂若が多くなる。亜炭層は，下部の泥岩相中に 1 枚と，上部の砂

岩・凝灰岩・集塊岩の五層部に 2 枚と言[- 3 枚確認される。このうち，上部の 2 層は，

ごく薄いものであり，かつて採掘されたのは ， i尼岩相 II=! のものである。

泥岩相中のものは， I斗のように，同じ炭層にたいして 2 ヵ所で採掘されている。こ

のうち，西側の坑口附近では，炭層の厚さが 1m ていどあり，その下盤にごく薄い凝

灰岩を挟むだけで，附近は厚い泥岩である。一方，東側の坑口附近では，同様に泥岩

層であるが，炭層の厚さは 50cm に減じ，下盤の凝灰岩のドに，厚さ 50cm の砂岩が

連なり，さらに厚さ 2 ，m の炭層を挟んで泥岩に連続している。

一般に，この地域の炭!訴は，連続性に乏しく，膨縮がはげしい，また，東側にむか

つて薄くなる傾向があるようである。

IX.2.2 本幌別層中の E炭

本幌日Ij層中では， 5~10cm の薄い炭層がし、たるところにみられる。上毛登別附近

では，炭層がやや厚く発達しており，一時採掘されたこともある。

上毛登別付近では，この地層が 8層に|足分される。下位から，下部頁岩層，下部砂

岩層，中部頁岩層，中部砂岩層，合炭層， ミルト岩層，上部砂岩層，泥岩層である。

石灰ノ沢では，含炭層中に，最大1. 3m ，最小 30cm の亜炭層が計 8枚みとめられ
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第 13 図 パンケサックル川踏査図

安山岩(新第三紀末~第四紀初期) 2 凝灰岩・集塊岩

礁岩 4 砂岩

泥 岩 6 商炭層
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る。この炭層は，延長がきかず，膨縮のはげしいものであるつ

炭質は，木口などが残されている低品位のもので，発熱量 4 ， 260 カロリー，灰分ぜ

27.1.%である。

石灰石XI.3

日高累層群中には，輝緑凝灰岩やチャートと互層して，石灰岩が挟まれている。図

幅範囲内では，小頓別の秋田団体ノ沢，岩屋，咲来峠，岩尾と咲来峠の中間位置，およ

ぴオフンタルマナイ川上流の 5 ヵ所に石灰岩の露頭がみられる。オフンタルマナイ川

1-.流の鉱床は，粘板岩中に挟まれているが，そのほかそのほかの鉱床は，すべて輝緑

凝灰岩やチャートと互屑している。これら鉱床のうち，岩屋の鉱床は炭カル用として

採掘されつくし秋田団体ノ沢の鉱床は，装飾用として一部採掘されたことがあるつ

なお，オフンタルマナイ川上流の鉱床は，大理石になっている。

秋田団体ノ沢の鉱床XI.3.1

小頓別，秋田同体ノ沢の支流，与滝ノ沢にみられるっ現地までは，小頓別駅からほ

トラック道路が通じている。

- 35-
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第 14 図石灰石鉱床分布図

この鉱床は，一時拓北石灰鉱山が，建築用・装飾用として鉱床の一部を採掘したこ

とがあるコ

鉱床は，輝緑凝灰岩・チャート・砂岩・粘板岩の互層中にふくまれており，可採鉱

量は 220 ， 000 l-y と算出されている。

鉱体の中心部では，ち密な非結品質の石灰石であるが，鉱体の周辺部では，輝緑凝

J!k.炭やチャートの薄層が挟まれている。また，この周辺部には，圧砕された部分が発

達し，石灰石は，美しい色調や模様をしめしている。このような部分を，かつて装飾

用として採掘したものであるが，この部分は局部的にみられるものであり，鉱量をも

少ない。

岩体中心部の良質な部分は，次のような品位である。

この鉱床は，鉱量もあり，消石灰やソーダ灰の原料としても優秀なものであり，そ
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第 15 図 小頓別秋田団体ノ沢鉱床地質図

(小山内・武田原図)

A: 沖積層

B: 段正堆積物

c: 新第三系

D: 日高累層群

1 上部層一輝緑凝灰岩

2 上部層および下部層のチャート・砂岩・頁岩層

3 中部層および下部層の石灰石

4 石灰質輝緑凝灰岩

5 下部層一輝緑凝灰岩および輝緑岩
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分析者 技白Ii佐藤巌

のうえ，織出も便利である。

XI.3.2 咲来峠の鉱床

咲来から歌登村に通じ

る咲来北見道路上の，咲

来峠より北側で，道路に

そって露出している。現

在は，付近の道路の敷石

として利用されているに

すぎないの

この地域の円高累層群

は，石灰岩と輝緑凝灰若

から成り，東側は断層で

新第三紀III新世のタチカ

ラウシナイ層と接し，北

側や西側では，タチカラ

ウシナイ層に不整合にお

おわれて，窓、状に露IIIす

るものである。

石灰石は，標高 160 m

..--220m までの道路の切

り取り面にそうた位置

と，本|幌別川の支流と l こ

EfFFFJ!?0 !?o ~om

刈 1 図21 霊 3
第 16 図咲来峠石灰石鉱床地質図

(小山内照原図)

1 輝緑凝灰岩 2 石灰岩

3 タチカラウシナイ層(新第三紀巾新世)

露出している。鉱床の規模は， II届 350m，延長 450m の塊状に鉱床であり，可採鉱量

料小山内照，石山昭三 常盤村石灰石鉱床調査報告(昭 29)
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はほぼ1，700，000 トンと算定されている r なお，石灰:'tryの走向はほぼ南北をしめし，傾

斜は東に 80
0

ていど傾いているの

右質lJ:， イ;!Iに行英脈の危達する部分もあるが，全般に変化がなく，ち密なもので

つて，央雑物をまったくふくまない勺分析枯れによると， CaO は 44.03--53.37 がを

しめし， Si02 は 1 タ以下である。

この鉱床も ， ;W)~;: ・訂T位ともに問題なく優秀なものであって，そのうえ搬出も便利

である。秋田団体ノ沢の鉱床ーとともに，将来有望な鉱床であるの

XI.3.3 岩屋の鉱床

岩屋沢の中流に位置し，小頓別駅から現在までほほ、 12km あり，この間トラック道

路が通じているつこの鉱床は，歌登石JKI業株式会社によって，昭和 29--34 年の問，

年あたり 6 ， 000 トン平均で，炭カル用として稼行された。その後，採掘条件が恵、くなり，

中止するにし、たっている。

附j庄の地質は，新第三紀鮮新世の本幌別層中に， 131'昔累層群か窓状に表れているも

のであるコ日高累層群は，輝緑凝灰岩を主とし，そのなかに石灰岩を挟むものであ

るご現在採tf，qj されてしまった石氏岩の露頭には， 1/flJ穴があり行局があったといわれて

いる。

鉱床の 1日{立は， C九054.09 ;>;:;の良好なものであったが， うえにのべたように，保持11

Ilf能な部分は，ほとんど桐りつくされている c

XI.3.4 咲来峠と岩屋の中間位置にある鉱床

~":-f 主の市 i)]- ， 2.5km の位置にあたり，本!悦別部落か£') 2km_I:流からj7Ljに分岐す

る小沢の上流にみられるつまた，小沢ぞし、の最奥人 f奈から， U:: ぼ 500 m l:lfC で、ある

jえ l楚人家までは馬 It(道があるの

j由貿は，新第三紀灯新 !tt: ;f三 IIJ見 l}IJ ~司の Jrt.; ~lーとして， 111r:JW~J丹市がれにそって少範凶に

以/1\ している l この地域の Fli'旬以府昨は，何対i疑))('i'f ・子 γ ート・イ ilJ<1'fの月=W1i であ

るハl

j;J)川、は， III両 70m ていどであるが， うえにのべたような j~~町なので，その延長は明

(.')できない「なわ， Yr'[1fはち Wi な良 't'[なものである lぺ

この鉱I~\ は ， ~W; 早: ~)たきく!引 (:J で、ぎず，そのうえ会通も不同なので，政行は困時で

士!円繁 kW+.k:r: r!iの調脊結果による
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あるの

XI.3.5 オフンタルマナイ川上流の鉱床

オフンタルマナイ川の上流，本庫銀;i lJ事務所ーから 500m ほど下流位置の，木流より

北側の斜面にみられる。木流にそっては， トラック道路がのびているの

この地域は，沢にそって 8;%黒層群が露11\ し，それを不枠合におおって，新第三紀

中新世のオフンタルマナイ憎が広く分布しているのこの地域の日高累屑mは，粘板忠ー

を主としており，そのなかに石氏石鉱床が快在しているハ

鉱床は， II幅II隔l届両 5印Om， 延長 5印OOm ていとど、のηf休本である 7円;y口は， 京れがIJ川{

/石f行1であつて， I'J色・脆~;~J なものて、ある

XI. 4 壬i 材

道北地域は，川砂利に乏しく，また地質が軟~J~J な地!日によって構成されているため，

石材に乏しい地帯である。このようなj也市のなかにあって， I司 ~I高地域は比較的石村に

恵まれているつ

図1)1高地域の地質のうち，新期火成行類とした，商店火:[j噴出物，印式富士熔宕，歌

そ芝山熔岩， 955m ILl熔むは，すべてイ i材として使用することができる c しかしその

大部分は段線に分布するので，搬出には不便である、しかし北見咲来道路 t". のIlX~と

から 2km 地点と 5km 地点，および閃III日東端部のベンケナイ )11 の中流の 3 ヵ所は，

道路にそって露出しているのこの 3 ヵ TiJr とも ， '):{i 円は fJi状 i~IJ理が充速する，ち情・ I:;I~

Wiなものであぺて，良質の石村ーである n

このほか，まえにのべたように，秋田卜1-1{本ノ沢にある石灰行は ， }jj;休の . t~:l;に悦服

の美しいものがある。この分部は，建築用・I.芸用に(叩IJ できるものであるが，鉱拡

が少ないっまた，オフンタルマナイ JI lJ j志の·1 iJR. 11 は， J似たで， (1色均質な大理イ iに

なっているのこの石灰イ i も建築JlJ ・工芸用と用途があり，今後検討を行う必要がある r

なお，*fr第二.紀併*frIU:の小頓貯Ij併の砂岩は， その I，同81司恥品結占度も出くし， )道亘『路名丁

{1喧:用されているわ
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICAL 乱1AP OFJAPAN

Scale, 1:50,000

OTOINEPPU

(Asahikawa-24)

By

KiyoshiHasegawa, SutekazuNagao ,

TsutomuFuzieandToshimasaTakahashi

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

TheOtoineppusheetoccupiestheareabetweenlat.44ー40'ｭ

44ー50'N andlong. 142ー15'-142ー30'E inthenorthernpartof

Hokkaido.Generaltopographyofthismapareaisrepresentedby

thefairlywelldissectedlowmountainlandwhichischaracteristic

tonorthernHokkaido.

Geology

ThegeologyoftheareaiscomposedoftheJurassicand

Cretaceousbedsthatconstituethe basement, andtheNeogene

bedswhichareextensivelydistributedcoveringtheformer.The

basementconsistsoftheJurassicHidakasuper-groupandthe

CretaceousUtanoboriMesozicbedsandtheYezogroup. The

NeogenesystemcomprisesMioceneandPliocenebeds.

Thegeologicsuccessionissummerizedinthenexttable.

1.JurassicSystem

TheHidakasuper-groupofthisareaisrepresentedbythe

Sorachi group, consistingof clay slate, chert, limestone and
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Table1

Geologic
Stratigraphy |CrustalMovementandIgneos

A只e Rocks

d、同居間M z>>f
Recentriverdeposits

弓DEEEm
Talusdeposits

巴一-MMEZE
2ndterracedeposits

1stterracedeposits

Hakodakevolcanovolcanics hyperstheneaugitsandesite

Otoifujilava, Utanoborilava
andesite

関出。。命ロ。 日vonzmロ。
and955m.yamalava

Shδtonbetsu formation andesite

、耳苦同→q 企E11』のO30ー言宮>
Honhorobetsuformation liparite lignite

Tahikaraushinaiformation
erosioncrustalmovementlignite

erosIOn

Ofuntarumanaiformation so-calledprophylite

erosIOn
同】ぬ吋 目γ己 Nishichirashinai

formation prophylite
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granite
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diabase& serpentinelimestone

?

』門戸ロ吋 Hidakasuper-group schalstein

schalstein.

2.CretaceousSystem
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TheUtanoboriMesozoicbeds: TheUtanoboriMesozoicbeds

werformerlycalledtheKitamiformationandwereknownas

theMesozoicbedsofunknownage. Theresultof thesurvey

bythepresnetwritershasrevealedthat variousbedsof the

Cretaceousagearecommingled. Asfarastheareaofthismap

sheetis concerned, thebedscanbedividedintoA bedsandB

beds, althoughtowhatportionoftheCretaceousperiodthey

correspondstillremainsasaproblemforfuturestudy.

TheYezogroup: TheYezogroupisdividedintotheLower

Yezogroup , theMiddleYezogroupandtheUpperYezogroup.

Inthemaparea, theKamijiformationbelongstotheLowerYezo

group, theMoyohoroformation , Shiratakiformation , Sakotandake

formation , SakuformationandSakugawaformationbelongtothe

MiddleYezogroup, andtheNishichira3hinaiformationbelongsto

theUpperYezogroup. TherelationbetweentheLowerYezo

groupandtheMiddleYezogroupisunconformable.

3.OlderIgneousRocks

IgneousrocksofJurassicandCretaceousagesare diabase,

serpentine , graniteandporphyrite.Exceptfortheporphyritewhｭ

ichisgenerallybelievedtobeaLateCretaceousrock, theseignｭ

eousrocksareassumedtohaveintrudedduringtheperiodfangｭ

ingfromLateJurassictoEarlyCretaceous.Therocktentatively

calledgraniteisnotapropergranite, asithasbeenderivedfrom

gabbrowhichwasa百台 cted bymetasomatismandbecameanadｭ

dierock.

4.NeogeneTertiarySystem

TheMiocenebeds: TheMiocenebedsareclassifiedintothe

Ofuntarumanaiformationand theTachikaraushinaiformation.

TheOfuntarumanaiformation , consistingofpropyliteandgreen

tu 百， isthelowermostmemberortheNeogenesystem. The

Tachikaraushinaiformationiscomposedofalternatingconglomeｭ

rate , sandstone, mudstoneand tu 百aceous sandstone, intercalated
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withlignite seams. Thetwoformationareunconformable.

ThePliocenebeds: ThePliocene system comprises the

Honhorobetsuformationandthe Shδtonbetsu formation , andis

widelydistributedunconformablycoveringthe Mioceneforma 目

tions. TheHonhorobetsuformationconsistsofalternatingcong 動

lomerate, sandstoneandmudstone, andisintercalatedwithlignite.

The Shδtonbetsu formationiscomposedofcoarse-grainedsand

stone.

5.QuaternarySystem

TheQuaternarysystemincludesthedepositsoftwo-stepped

riverterraces, whicharedevelopedalongtherivers, andthetalus

deposits. Thefirstterracesare20m.highandthesecondterｭ

racesare10m. highabovethepresentriver-bed.

6.YoungerIgneousRocks

IgneousrocksyoungerthanNeogenearetheliparite, theOtoiｭ

fuji lava, the955m.Yama lava, the Utanoboriyama lava, and

theHakodakelava. TheageofthelipariteintrusionisLate

Miocene. Otherlavasareallaugite-hyperstheneandesite.From

thefactthatnooriginalvolcanoformsareretained, thevolcanic

activitywhichproducedtheselavasisassumedtohavebeen

activefromthelatterpartoftheNeogeneperiodtothebeginｭ

ningoftheQuaternaryperiod.

GeologicStructrure

Thegeologicstructureofthemapareacanbeclassifiedinto

theN-SstructuralelementandtheN70口E structuralelement.

StructuresofN-Strendarefoundalloverthearea, asexemplified

bythestrikeoffaultsandthefoldaxisinthebasementrocks,the

directionoftheOtoifuiilava intrusion , andthedirectionofthe

foldaxisinthePliocenebeds. StructuresshowingtheN70ーE

directionaredevelopedchieflyinthesoutheasternpartofthemap

area, namely, thefaultbetweentheOfuntarumanaiformationand
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theTachikaraushinaiformatino ,thefaultbetweentheTachikaraｭ

ushinaiformationandtheHonhorobetsuformation , andthedirec

tionofthelipariteintrusion. Thegeologicstructureofthemap

areaiscontrolledbythecombinationofthesetwoelements.Ina

generalview, however , theN-Selementisthestrongerfactor

controllingthegeologicstructure.

Inviewofthegeologichistory, thePre-Neogeneperiodis
markedwithfaultsandfoldsofN-Strend , andnostructuresof

N70ー Etrendarefound. AsthetimelapsedintotheMiocene

epochoftheNeogeneperiod, thestructuresshowingN70ー Edirecｭ

tion , asrepresentedby faults , wereformed. InthePliocene

epoch, structuralmovementsofbothdirectionsbecameactive.

EconomicGeology

Themapareaaboundsinunderground resources, such as,

metaloredeposits, limestone, lignite, andstonesforcivilengiｭ

neering.TheMotokuramineandtheJ5tokuminearetherepreｭ

sentativemetalore deposits, chieflyconsistingof copper, lead

andzinc. TheMotokuraisanewminewheretheoperationhas

justbeencommence.

1.OreDeposits

ThemetaloredepositsoccurintheOfuntarumanaiformaｭ

tion. BothMotokuramineandJ5tokuminearethedeposits

whichwereformedalongtheshearzoneofN700Edirection.

TheMotokuramine ischaracterizedbytwoshearzones, one

inaNW-SEdirectionandtheothershowingaN70ー E trend.

Theformerisashearzoneofnormalfaultorigin, whereasthe

latterisofreversefaultoriginandisasecondaryshearzone

derivedfromtheformer. TheformercomprisestheMonjudepo 事

sit, andthelattercontainstheHeiandepositandtheFutamata

deposit. TheMonjudepositcannotbeanobjectofexploitation

onaccountofpoororeveinsinspiteofthelargewidthofaltera-
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tionzone.

Principaloremineralsarepyrite,zincblendeandgalena. There

arealsosmallquantitiesofhematite, chalcopyriteandargentite.

TheJotokumineislocatedeastoftheMotokuramine.Oredeｭ

positearepyrite-zincblende-galena-chalcopyrite-quartzveinswhich

wereformedalongtheshearzoneofN700Etrend. Ascompared

withtheMotokuramine, oreveinsofthisminearenarrower

andhigherintheAgcontent.

2.Limestone

LimestoneisintercalatedwithintheHidakasuper-group.The

map area has limestone bodies of 500,000 tons in workable

reservesatfivelocalities. Oneof them , occurringintheupper

reachesoftheOfuntarumanaiRiver , has.alteredtomarble.

3.Lignite

SeveralseamsofligniteareknownintheMioceneTachikaraｭ

ushinaiformationandinthePlioceneHonhorobetsuformation.

Ligniteseamsinbothformationsaremarkedlyswellingandpinｭ

ching, thethicknessrangingfrom1.5m.to10em. Thecalorific

valueoftheligniteisabout4,000cal.

- 48-



昭和 37 年 3 月 25 日印刷

昭和 37 年 3 月 31 日発行

著作権所有 北海道開発庁

印刷者 加藤 f専

印刷所

札幌市北 3 条西 1 丁目

興国印刷株式会社

札幌市北日条西 1 丁目



EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

SCALE 1:50,000

OTOINEPPU
(ASAHIKA~W ~-24)

BY

KIYOSHIHASEGAWA,

SUTE:({AZlLNAGAO,

TSUTOMUFUJIEANDTOSHIMASATAKAHASHI

GEOLOGICAL 、 SURVEYOF HOKKAIDO

liNSAITO, DIRECTOR

HOKKAIDODEVELOPMENTAGENCY

1962


